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Ras-related protein Rab-13, Cell growth-inhibiting gene 4 protein, RAB13
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	応用
	抗原情報
	背景
	低分子GTPase Rabは、輸送小胞の形成から膜との融合に至るまで、細胞内膜輸送の重要な調節因子です。Rabは、不活性なGDP結合型と活性なGTP結合型の間を循環します。活性型は、小胞の形成、移動、係留、融合に直接関与する様々な下流エフェクターを膜にリクルートすることができます。Rabはエンドサイトーシスによるリサイクリングに関与し、タイトジャンクションタンパク質OCLN/オクルディンなどの膜貫通タンパク質の細胞膜への輸送を制御します。これにより、タイトジャンクションの組み立てと活性を制御します。さらに、PKAシグナル伝達経路を活性化し、下流エフェクターPRKACAとMICALL2を活性化してアクチン細胞骨格を再編成することで、タイトジャンクションの組み立てを制御する可能性があります。タイトジャンクションの組み立てにおける役割を通じて、セルトリ細胞バリアの確立に役割を果たしている可能性があります。また、内皮細胞の走化性を制御することで血管新生にも関与しています。神経突起の伸展にも関与する。また、TGNからリサイクリングエンドソームへのゴルジ体後膜輸送にも関与することが示唆されている。さらに、インスリン誘導性のグルコース輸送体GLUT4の細胞膜への輸送にも関与しており、グルコース恒常性維持に関与している可能性がある。
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	-
	画像データ
	

	全レーン：抗RAB13抗体（1:1000希釈）

